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3 月 月例報告書 
１．はじめに 
 すっかり春になりました。少し肌寒い日もありますが、キャンパス内の木々は鮮やかにな
ってきました。暖かくなってきたなと思っていたら、今月は気がつけば終わっていました。
今月は自分の成長と共に良くない意味での慣れを感じた月でした。今回もこの１ヶ月で体
験したことをここに整理していきたいと思います。 
 
２．初めての Storm 
 今月はついにアメリカで初の stormを体験しました。キ
ャンパス内にあるシェアハウスは多くが storm に備えて
地下室を持っています。学内のカフェテリアで友人と夜ご
飯を食べていると警報が鳴り始めました。stormを体験し
たことのない私はその危険さがわかっておらず、なんとも
思わずご飯を食べ続けていたのですが、友人から電話がか
かってきて、その友人の家に避難しに来るように言われた
ため、すぐに外に出て避難しました。留学生はその危険が
わからず避難が遅れる場合が多いからと助けてくれた友
人のおかげで地下室にて時間を過ごし、無事治まった頃に
外に出ることができました。日本は地震や台風に伴う大
雨、川の氾濫など自然災害が多い上に、これまでオハイオ
は雨すらあまり降らなかったので Storm がいかに危険で
あるかわかっていませんでした。今後、フィンドレー大学に留学生として来る予定の学生は、
その危険さを知っておく必要があると思いました。 
 
３．Ramadan, Holi 
 ３月はイスラム教の人々は Ramadan、ヒンドゥー教の人々は Holi をする月でした。
Ramadan とは約 1 ヶ月間断食するイスラム教徒の義務のひとつです。期間は毎年決められ
ていて、日の出から日の入りまでの間断食します。また、Holi とは春の訪れを祝い、誰彼無
く色粉を塗りあったり色水を掛け合ったりして祝うお祭りです。バングラディシュなどの
国から来たイスラム教徒の生徒が多くいるのですが、皆日中は断食をしていました。水も飲
んではいけないそうで、イスラム教徒ではない私からすると本当に辛そうだと思ってしま
いますが、それを行うことで日々のありがたみや神さまとの繋がり、自分がイスラム教徒で
あるという実感が得られるそうです。Holi に関しては、学内でのイベントもありましたが、
インド人の友人に誘ってもらい、彼の家で友人と Holi を体験させてもらいました。音楽を
流し踊りながら、色粉を掛け合っていて、アメリカに来てこのような体験をさせてもらえる
のは多くの留学生がいるフィンドレー大学にくる利点だと思います。 
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４．Genki kids 
 今月は Cultural Connection の授業で、老人ホームに訪
れました。私は「相撲」についてのプレゼンをし、アクテ
ィビティとして折り紙をみんなでしました。これまで、
何度も人前でプレゼンテーションをする機会があったの
ですが、これまでより格段に準備の時間が短くなったこ
とや、利用者の皆さんとの対話を楽しみながらスムーズ
にプレゼンテーションもアクティビティも進めることが
でき、自分の成長を感じました。先生からも上手になり
ましたねと褒めていただき、慣れの部分もあるとは思いますが、これまでの活動が自分の身
になっていると実感した 1 日でした。 
 
５．Maundy Thursday 
 Easter break が始まる前日の木曜日に「洗足式」に参加してきました。「洗足式」とはキリ
ストが最後の晩餐の時に使徒たちの足を洗い、「主であり、師であるわたしがあなたがたの
足を洗ったのだから、あなたがたも互いに足を洗い合わなければならない。」と命じた聖句
により、足を洗うキリスト教の儀式です。友人にこの儀式が行われると教えてもらったので
良くもわからずとりあえず行ってみたのですが、とても興味深かったです。男女で部屋が分
けられ、讃美歌を歌いながらお互いの足を洗います。ただそれだけなのですが、足を洗った
人と洗ってもらった人で洗足が終わるとハグをし、皆幸せそうにしていて彼女たちにとっ
てとても意味のある儀式なのだと思いました。私は、洗足自体はせず、見させてもらったの
ですが、その空気感や感情を共有させてもらうことができてよかったです。 
 
６．Easter break 
 3/29-4/1 は４日間の Easter break でした。私は友人のお家にお邪魔して、ゲームをした
り、イースターの食事やケーキを楽しみました。イースターとは「復活祭」のことで、十字
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架にかけられて亡くなったイエス・キリストが、3 日後に復活したことを祝うお祭りです。
日本だとイースターという存在自体は知られていますが、キリスト教でない人にとっては
あまり特別な日ではないと思います。アメリカではイースターを祝う Easter break が設け
られていて、家族とイエスの復活の話をしながら特別な食事をします。私は友人のお家でイ
ースターをお祝いさせてもらっただけでなく、candy egg hunt をしたり、3/31(日)の朝には
教会にも行き、いつもとは違うイースターにちなんだ礼拝に参加してきました。文化や宗教
の違いを感じ、全て楽しかったです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．まとめ 
 友人とビーズアクセサリーを作ったり、脱出ゲームをしたり、休日は遊びでいっぱいの 3
月でした。また、冒頭でも述べたのですが、今月は自分の留学を振り返り、成長を感じたと
ともによくない意味での慣れを感じた月でした。授業も友達との会話も慣れが生じてしま
い、留学当初より積極性が欠けてしまっていると感じます。自分の欠点を見つけてネガティ
ブになってしまう時もありますが、反省と成長を繰り返し、再度気合を入れて、残りの留学
生活を頑張っていきたいです。 


